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・ 20日に発表された英国の失業率（労働力調査ベース）は11月までの３ヶ月移動平均値で5.1％に低下。

６ヶ月連続で前月から低下し、2006年初以来の低水準となった。単月の失業率をみると、新たに計算

に加わった11月値（4.9％）が同一サンプルの８月値（5.3％）を大きく下回り、2005年秋以来の５％

割れを記録。同時に発表された失業給付ベースの失業率は2.3％と10ヶ月連続で横這い推移となったが、

改善に翳りが出ていた失業給付申請件数が２ヶ月連続で減少するなど、労働市場の改善が続いている。 

・ 失業率はＢＯＥが中期的な均衡水準とする5.1％に低下したが、賃金上昇率のピークアウト傾向が鮮明

となっている。全産業の週当たり賃金（賞与を除く）は９～11月平均の前年比で＋1.9％と、５～７月

平均の同＋2.9％をピークに一段と鈍化している。昨年２月以降に前年比の上昇率が加速していること

から、秋頃までは前年比でみた賃金上昇率は低めに出やすい。低インフレが名目賃金の上昇抑制に働

いている模様。19日発表の消費者物価の上振れが特殊要因による一過性のものである可能性が高く、

足許の原油一段安や世界的な景気減速懸念を背景に、ＢＯＥに利上げを急ぐ理由は見当たらない。 

 

 

■英国：失業率 ■英国：週当たり賃金（全産業、前年比）

注：労働力調査基準は３ヶ月移動平均 出所：英国統計局 注：３ヶ月移動平均値 出所：英国統計局
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■英国の失業給付・平均賃金

2015
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

失業率（失業給付、％） 2.4 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3

失業給付件数（前月差、千人） -24.4 -15.1 -7.8 -1.2 0.2 -6.8 1.2 0.5 0.2 -2.2 -4.3
失業率（労働力調査、％） 5.6 5.5 5.5 5.6 5.6 5.5 5.4 5.3 5.2 5.1 －

（単月の失業率、％） 5.4 5.5 5.7 5.7 5.4 5.4 5.3 5.2 5.1 4.9 －
就業者数（前月差、千人） 248 202 114 -67 -63 42 140 176 207 267 －
週当たり賃金（産業計、前年比、％） 1.7 2.3 2.7 3.3 2.6 2.9 3.0 3.0 2.4 2.0 －

賃金 1.9 2.3 2.7 2.8 2.8 2.9 2.8 2.4 2.0 1.9 －
ボーナス 2.4 0.9 2.0 6.5 -0.5 4.8 10.9 16.7 13.5 5.7 －

注：労働力調査基準の失業率、就業者数、週当たり賃金は当月で終わる３ヶ月移動平均　出所：英国統計局


